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論文内容の要旨
〔目的〕
消化器のなかで比較的診断困難である勝疾患について，近年，種々の検査法が開発されている。こ
のなかで，唯一の豚外分泌機能検査法ともいえる pancreozymirトsecretin (以下 P. -S.) 試験に関して，
種々の検討を行ない，その検査法の診断的意義の検討と更に新しい方法の探索を行なった。
〔方法及び成績〕
122例の対象者に P. 及び S. の各ホルモンを投与して，特殊ゾンデを通じて，十二指腸液を胃液と
混合せぬように分画採取し 以下の成分と液量を測定した。
アミラーゼ…… Somogyi の saccharogenic 法
トリプシン…… Siegelman の合成基質 ※ TAME を用いる方法
蛋白量…...・ H ・.. Lowry-Folin 法
重炭酸塩濃度… Natelson の方法
それぞれの測定方法について検討したが，特にアミラーゼの測定方法に関し saccharogenic 法 (So­
mogyi) と amyloclastic 法( Caraway) の両法の比較検討を行なった。この結果，基質量の差によると推
測される両者に於ける反応様式に明らかな差を認めた。
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(E :酵素量， P: 反応産物， So: 初期基質量， S: 反応後基質量， k" k2 :定数)
次に P. 又は S. を単独に同一症例に対し，七日間の間隔を置いて投与した結果 P. の腕消化酵素排
※ p-toluenesulfonyl- l-arginine methyl ester 
? ?司
i
池増加作用と s. の勝液量増加作用の各主作用が，互いに他のホルモンに混在していることが示唆され
た。この成績から，従来の P.-s. 試験の場合と異なり， P. と s. の投与間隔を 40分間として，相互の
主作用の干渉が少なくなるようにした。
P.-s. 試験を行なった結果，腕疾患群に於いて液量，重炭酸塩濃度が低下することは勿論であるが
アミラーゼは対照群に於いてばらつきが多く 特に診断上有意の結果が得られなかった。これに反し
トリプシンは，対照群と豚疾患群に明らかな差を認めるものが多く，又，別の解析により， P. にトリ
プシン，アミラーゼ，蛋白の順によく反応し，排池されることが確かめられた。従って， トリプシン
測定は有用で、ある結果を得た。
又，全例に低蛋白血症を有する蛋白喪失性胃腸症の豚外分泌機能を検討した結果，これら疾患に於け
る豚機能異常の原因は全身の蛋白代謝低下の一環としての豚への影響は少なく，その病変の部位，即
ち腸リンパ管拡張症では障のリンパ環流不全，胃巨大飯壁症，潰壌性小腸疾患の症例の成績から上部
消化管の病変の存在が豚機能異常に大きく影響することが症例により示唆された。
次に， P. と s. の投与間隔を延長したことにより， P. 及び s. の単独の効果の検討が可能となる各症
例群で比較すると，対照群に比し豚疾患群及び蛋白喪失性胃腸症群では， s. 投与後の酵素排池量が，
P. 投与後の酵素排油量に対し相対的に低下していた。液量に関しては，このような傾向は統計的に有
意でなく，揮の消化酵素排池能は病的状態に於いて酵素排池刺激を繰り返すことにより低下すること
が予測された。
この成績により P. を 50単位宛20分間隔で連続投与して， それぞれの酵素排准量を検討した結果，
二回目の P. 投与後の酵素排池量は豚疾患の重症度に略々比例して低下し，ぱらつきの多い P. 一回投
与後の酵素排池量の場合に比し，勝疾患の診断という面で明らかな差を認め，この新しい検査方法の
有用性を支持するものであった。
〔総括〕
1. P.-S. 試験について，以下のホ食言すを行なった。
2. アミラーゼ測定法に関し， saccharogenic 法と amyloclastic 法との聞に，基質量の差によると推測
される反応様式の差を認めた。
3. P. 及び s. には主作用の他，互いに他のホルモンの作用を混在している可能性があるので， P. と
s. の投与間隔はある程度，充分にとる必要がある。
4. トリプシン測定は少なくとも，アミラーゼ，蛋白量，測定に比し有用で、ある。
5. 蛋白喪失性胃腸症の症例に於ける勝機能異常の原因は，主として病変部位及びその程度等により，
直接豚に影響していると推測され，逆に，豚リンパ環流， 土部胃腸管の病変が豚病変に影響するこ
とが示唆された。
6. 反復する豚消化酵素排池刺激により 豚消化酵素排池能は相対的に低下する傾向が豚疾患群に認
められた。この結果， P.50単位を二回連続投与する， P. 二重負荷試験とも云うべき新しい検査法
を開発し，この検査法の有用性を実証した。
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論文の審査結果の要旨
本論文は勝疾患，特に慢性騨疾患の診断に必須とされる pancreozymin -secret in 試験にいくつかの基
礎的検討を行った。
即ち，ホルモン刺激後の採液時間，各消化酵素活性測定諸条件の基準化の他，十二指腸液蛋白量測
定意義を検討し，さらに主として全身的な蛋白代謝異常と豚消化酵素排池量との関連性を臨床的に検
討し，一部豚疾患の成因についても考察を行った。なわ，以上の検討に基づき pancreozymin 2 団連続
投与する新しい牌外分泌機能検査を考案し，その臨床的有用性についても論じた。
以上，勝疾患の病態生理も含め，その研究の進展に成果があったものと認める。
